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誰
が
言
い
出

し
た
の
か
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス

と
い
う
言
葉
が

日
本
語
に
仲
間
入
り
し
て
い

る
。
ど
こ
か
日
本
の
普
通
の

公
立
幼
稚
園
で
幼
児
に
「
フ

レ
ー
レ　

ジ
ャ
ッ
ク
…
」
と

フ
ラ
ン
ス
語
で
歌
わ
せ
て
い

た
の
と
類
似
の
乗
り
だ
。

　

本
当
に
意
味
の
重
大
さ
を

強
調
し
た
い
の
な
ら
前
か
ら

あ
る
日
本
語
の
「
企
業
倫

理
」
で
も
「
順
法
精
神
」
で

い
い
と
思
う
の
だ
が
、
逆
に

事
の
重
大
さ
が
薄
ま
っ
た
か

の
よ
う
に
、
社
会
的
な
背
景

を
持
つ
事
件
が
娯
楽
と
し
て

メ
デ
ィ
ア
で
営
業
価
値
を
創

設
し
て
い
る
。

　

25
年
ほ
ど
前
に
窒
素
工
場

の
廃
液
で
多
く
の
悲
惨
な
水

俣
病
を
発
症
さ
せ
た
教
訓
を

忘
れ
去
っ
た
の
か
、
新
た
な

産
業
最
優
先
の
思
想
が
生
き

返
り
新
た
な
公
害
を
引
き
起

こ
し
て
い
る
。
収
入
も
な
い

若
年
者
に
車
や
パ
ソ
コ
ン
を

売
り
ま
く
り
、
後
ろ
め
た
さ

も
感
じ
な
い
。

　

産
業
構
造
が
変
わ
っ
た
か

ら
公
害
源
も
変
わ
っ
て
き

た
。
情
報
産
業
が
基
幹
産
業

に
な
る
の
は
仕
方
な
い
と
し

て
も
、
推
理
小
説
家
が
思
い

つ
き
も
し
な
い
モ
バ
イ
ル
絡

み
の
新
タ
イ
プ
の
犯
罪
の
責

任
は
誰
に
も
な
い
の
か
。

「
底
が
抜
け
た
」
労
働
市
場

時
間
規
制
で
３
０
０
万
人
超
雇
用
可
能

基基  

軸軸
日
本
の
行
方
と

日
本
の
行
方
と

新新  

福福  

祉祉  

国国  
家家
❾❾

都
留
文
科
大
学
名
誉
教
授
・
後
藤
道
夫

都
留
文
科
大
学
名
誉
教
授
・
後
藤
道
夫

　

日
本
の
労
働
市
場
は
、

「
底
が
抜
け
た
」
状
態
だ
。

２
０
１
２
年
で
は
、
雇
用
保

険
の
給
付
が
な
い
失
業
者
が

２
０
０
万
人
以
上
、
生
活
困

難
な
低
賃
金
で
働
き
な
が
ら

求
職
活
動
を
す
る
「
半
失
業

者
」
は
３
２
０
万
人
、
週
65

時
間
以
上
働
く
労
働
者
は
２

６
０
万
人
、
15
〜
24
歳
の
学

校
を
終
え
た
若
者
の
う
ち
、

非
正
規
あ
る
い
は
無
業
が
44

％
だ
。

〈
１
〉「
期
限
の
さ
だ
め
が

な
い
直
接
雇
用
」
を
原
則
と

し
、
有
期
雇
用
と
間
接
雇
用

は
例
外
と
し
て
均
等
待
遇
な

ど
の
十
分
な
規
制
と
保
障
の

下
に
お
く
。
解
雇
規
制
を
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
な
み
に
強
め
る
。

〈
２
〉
最
低
賃
金
・
フ
ル
タ

の
給
付
が
単
身
者
最
低
生
活

費
を
こ
え
る
た
め
に
は
、
賃

金
が
最
低
生
活
費
の
何
割
増

し
か
で
あ
る
必
要
が
あ
ろ

う
。
こ
れ
で
は
じ
め
て
、
賃

金
額＞

社
会
保
険
給
付
額≧

生
活
保
護
基
準
と
い
う
順
番

が
な
り
た
つ
。

れ
は
福
祉
国
家
型
施
策
の
基

本
中
の
基
本
で
あ
る
。
な

お
、
子
ど
も
、
高
齢
者
、
障

害
者
な
ど
非
勤
労
者
の
最
低

生
活
費
は
、
労
働
市
場
と
は

別
の
枠
組
み
で
、
社
会
保
障

と
し
て
給
付
さ
れ
る
。

〈
３
〉
労
働
時
間
規
制
を
大

を
本
格
的
に
整
備
す
る
。
現

在
の
雇
用
保
険
は
給
付
抑
制

の
大
改
悪
を
繰
り
返
し
た
結

果
、
給
付
は
失
業
者
の
２
割

に
す
ぎ
な
い
。
先
進
国
中
、

最
低
の
水
準
だ
。
失
業
時
生

活
保
障
が
弱
け
れ
ば
、
失
業

状
態
を
続
け
る
こ
と
が
で
き

ず
、
生
活
で
き
る
見
込
み
が

な
い
職
や
長
時
間
・
過
密
労

働
の
職
な
ど
に
、
無
理
な
就

職
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
本

人
の
労
働
と
生
活
の
苦
し
さ

に
く
わ
え
、
悪
条
件
の
職
が

労
働
市
場
で
蔓
延
す
る
要
因

と
な
る
。

　

実
際
、
雇
用
保
険
給
付
の

な
い
失
業
者
が
増
え
る
と
、

そ
の
１
〜
１
年
半
後
に
、
転

職
希
望
で
求
職
活
動
を
し
な

が
ら
働
く
非
正
規
労
働
者
が

ほ
ぼ
同
じ
数
だ
け
増
え
る
。

低
処
遇
の
非
正
規
が
増
え
れ

ば
、
そ
れ
と
の
競
争
で
正
規

も
労
働
条
件
が
下
が
る
。

　

筆
者
た
ち
の
試
算
に
よ
れ

ば
、
雇
用
保
険
給
付
の
大
幅

改
善
と
失
業
扶
助
制
度
の
新

設
で
、
２
兆
円
を
新
た
に
使

う
と
、
失
業
者
の
失
業
時
生

活
保
障
割
合
は
６
割
程
度
と

な
り
、
労
働
市
場
は
大
き
く

改
善
さ
れ
る
。

〈
５
〉
賃
金
・
雇
用
条
件
の

改
善
と
失
業
時
保
障
の
整
備

が
進
め
ば
、
労
働
者
が
企
業

と
心
中
し
な
く
て
も
よ
く
な

る
。
こ
の
点
を
さ
ら
に
改
善

す
る
の
が
「
積
極
的
労
働
市

場
政
策
」
だ
。
公
共
職
業
訓

練
と
職
業
紹
介
の
抜
本
的
拡

充
、
福
祉
国
家
型
産
業
構
造

に
向
け
た
雇
用
創
出
事
業
、

中
小
地
場
産
業
へ
の
支
援
な

ど
が
重
要
だ
ろ
う
。

 

（
つ
づ
く
）

　

日
本
の
失
業

率
は
む
し
ろ
低

い
。
問
題
な
の

は
、
失
業
時
の

保
障
が
崩
壊
状

態
で
、
フ
ル
タ

イ
ム
で
働
い
て
食
え
な
い

職
、
あ
る
い
は
、
過
酷
で
働

き
続
け
ら
れ
な
い
職
、
お
よ

び
、
使
い
捨
て
雇
用
が
蔓
延

し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
日

本
の
労
働
力
は
使
い
つ
ぶ
さ

れ
つ
つ
あ
る
。

　

で
は
、
ど
の
よ
う
な
施
策

が
必
要
な
の
か
。

イ
ム
の
収
入
額
が
、
生
活
保

護
の
単
身
者
最
低
生
活
費
を

超
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

だ
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
足
り

な
い
。
病
気
な
ど
で
休
業
す

る
際
の
「
傷
病
手
当
」
は
普

段
の
賃
金
の
66
％
で
あ
り
、

失
業
時
の
雇
用
保
険
給
付
は

45
％
か
ら
80
％
だ
。
そ
れ
ら

　

こ
れ
が
逆
転
す
る
と
、
各

種
の
社
会
保
障
バ
ッ
シ
ン
グ

が
お
き
て
、
賃
金
と
社
会
保

障
が
足
を
引
っ
張
り
合
っ
て

し
ま
う
。
失
業
、
病
気
な
ど

の
「
社
会
保
険
事
故
」
を
ふ

く
め
、
安
定
し
て
一
人
分
生

活
し
続
け
ら
れ
る
水
準
の
労

働
条
件
が
必
要
な
の
だ
。
こ

幅
に
強
め
、
健
康
で
働
け
る

条
件
を
確
保
す
る
と
と
も
に

不
当
に
縮
小
さ
れ
た
雇
用
を

拡
大
す
る
。
残
業
を
含
め
て

も
週
48
時
間
以
下
と
す
る
Ｅ

Ｕ
指
令
に
な
ら
う
だ
け
で
、

日
本
で
は
新
た
に
３
０
０
万

人
以
上
の
雇
用
が
生
ず
る
。

〈
４
〉
失
業
時
の
生
活
保
障

　紙面へのご意見や感想、投稿記
事などを新聞部までお寄せくださ
い。紙面に掲載させていただいた
場合は、図書カード３千円分を進
呈いたします。
（郵送やファクスで、協会新聞部
までお寄せください）

増税し社会保障も改悪増税し社会保障も改悪

医療
• 70～74歳の窓口負担を１割から２割に倍
増
• 入院時の食事の患者負担増
• 紹介状なしに大病院を受診した場合の定
額負担の導入
• 保険料上昇を招く国民健康保険の都道府
県運営
• 高所得者の高額療養費の限度額引き上げ
介護
• 要支援者を保険給付から除外
• 一定以上の所得者の負担引き上げ
• 施設の居住費・食費を軽減する補足給付
の対象縮小
• 特養ホームから「軽度者」を締め出し
• デイサービスを削減
年金
• 支給開始年齢のさらなる引き上げ
• 「高所得者」への支給額の削減や課税の
強化
• マクロ経済スライドの毎年実施で支給額
削減

『
指
導
対
策
テ
キ
ス
ト
』

最
新
版
を
今
号
に
同
封

国
民
会
議
が
最
終
報
告
書
を
提
出

　

報
告
書
は
、
社
会
保
障
制

度
改
革
推
進
法
に
基
づ
き
、

「
自
助
」
を
社
会
保
障
の
基

本
に
す
る
こ
と
を
原
則
に
医

療
・
介
護
・
年
金
な
ど
あ
ら

ゆ
る
分
野
で
国
民
に
〝
痛

み
〞
を
押
し
付
け
る
内
容
に

な
っ
て
い
る
。

　

医
療
分
野
で
は
、
い
つ
で

も
、
ど
こ
で
も
、
誰
も
が
平

等
に
医
療
を
受
け
ら
れ
る

「
フ
リ
ー
ア
ク
セ
ス
」
の
権

利
を
制
限
し
、「
給
付
の
重

点
化
・
効
率
化
」
と
称
し
て

患
者
負
担
増
を
迫
っ
て
い

る
。
具
体
的
に
は
、
①
70
〜

74
歳
の
窓
口
負
担
を
２
割
に

引
き
上
げ
②
紹
介
状
な
し
に

大
病
院
を
受
診
し
た
場
合
に

定
額
自
己
負
担
③
入
院
時
の

食
事
の
自
己
負
担
引
き
上
げ

―
―
な
ど
ズ
ラ
リ
。
医
療
を

必
要
と
す
る
高
齢
者
を
直
撃

し
、
受
診
抑
制
や
治
療
中
断

の
深
刻
化
は
避
け
ら
れ
な
い

見
通
し
だ
。

　

国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て

は
、
財
政
運
営
を
都
道
府
県

に
広
域
化
す
る
こ
と
を
提
案

し
た
。
市
町
村
に
よ
る
一
般

会
計
か
ら
国
保
会
計
へ
の
繰

入
金
を
縮
小
・
廃
止
し
、
医

療
費
増
が
保
険
料
の
引
き
上

げ
に
連
動
す
る
仕
組
み
を
つ

く
る
。
高
す
ぎ
る
保
険
料
の

問
題
は
議
論
さ
れ
ず
、
さ
ら

な
る
保
険
料
の
上
昇
が
見
込

ま
れ
て
い
る
。

　

「
姥
捨
て
山
」
と
国
民
か

ら
大
き
な
批
判
が
巻
き
起
こ

っ
た
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

に
つ
い
て
は
、「
十
分
定
着

し
て
い
る
」
と
一
方
的
に
決

め
つ
け
、
廃
止
を
否
定
し

た
。

　

介
護
で
は
、
要
支
援
者
を

保
険
給
付
の
対
象
か
ら
除
外

し
、
市
町
村
に
よ
る
低
コ
ス

ト
の
「
新
た
な
地
域
包
括
推

進
事
業
（
仮
称
）
に
段
階
的

に
移
行
さ
せ
て
い
く
べ
き
」

と
強
調
。
一
定
所
得
以
上
の

利
用
者
負
担
を
１
割
か
ら
２

割
を
念
頭
に
引
き
上
げ
る
こ

と
を
提
示
し
た
。

　

年
金
は
、
支
給
開
始
年
齢

を
65
歳
に
引
き
上
げ
た
ば
か

り
だ
が
、
さ
ら
な
る
引
き
上

げ
を
打
ち
出
し
た
。
国
民
へ

の
背
信
行
為
で
あ
り
、
老
後

の
生
活
に
深
刻
な
影
響
を
及

ぼ
す
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に

高
所
得
者
が
年
金
を
受
給
す

る
場
合
の
税
額
控
除
を
縮
小

し
、
課
税
を
強
化
す
る
。

　

社
会
保
障
改
悪
に
よ
る
国

民
負
担
増
の
一
方
で
、
国
や

大
企
業
の
負
担
増
に
つ
い
て

　

政
府
は
報
告
書
に
基
づ

き
、
今
後
の
「
改
革
」
の
手

順
を
定
め
る
工
程
法
案
を
秋

の
臨
時
国
会
に
提
出
す
る
。

そ
の
上
で
、
２
０
１
４
年
以

降
に
関
連
法
案
を
提
出
し
て

い
く
方
針
。

　

協
会
・
保
団
連
は
、『
カ

ル
テ
記
載
を
中
心
と
し
た
指

導
対
策
テ
キ
ス
ト
〜
審
査
対

策
を
含
め
た
日
常
の
留
意

点
』
を
発
行
し
た
。
今
号
に

同
封
し
、
会
員
に
届
け
る
。

協
会
は
、
テ
キ
ス
ト
の
積
極

的
な
活
用
を
呼
び
か
け
て
い

る
。

　

ま
た
、
社
保
研
究
部
は
同

テ
キ
ス
ト
を
使
っ
た
指
導
対

策
講
習
会
を
９
月
７
日
（
土

曜
、
午
後
５
時
〜
７
時
）
に

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
で
開
く
。
要

申
し
込
み
。
会
員
無
料
。

は
ほ
と
ん
ど
触
れ
て
い
な

い
。
消
費
税
増
税
に
よ
る

「
社
会
保
障
の
充
実
・
強

化
」
は
反
故
に
さ
れ
、
国
民

に
ば
か
り
〝
痛
み
〞
を
強
制

す
る
偏
っ
た
「
改
革
」
案
に

な
っ
て
い
る
。

国民会議の社会保障改悪メニュー

定
価
２
千
円
、
Ａ
４
判
、
１
６
０
㌻

　

政
府
の
社
会
保
障
制
度
改
革
国
民
会
議
は
６
日
、
消
費
税
増
税
と
一
体
で
実
施
す
る

社
会
保
障
「
改
革
」
の
最
終
報
告
書
を
安
倍
首
相
に
提
出
し
た
。
医
療
・
介
護
な
ど
の

国
民
負
担
増
と
給
付
削
減
が
中
心
に
な
っ
て
お
り
、
医
療
現
場
で
は
負
担
増
に
伴
う
受

診
抑
制
や
治
療
中
断
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。 

（
２
面
に
関
連
記
事
）


